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地域科学特別演習 II 4 units (compulsory) 2nd-year(whole year)

Hiroshi Yamamoto ·Associate Professor / Environmental Symbiosis Studies, Regional Sciences

Target〉 微量で生理活性がある汚染化学物質の河川等の地域環境や水処理施設内
での動態メカニズムを実験的に解明し，数理モデルを作成して実測値を比べ
てその整合性を調べることを目指す．また，その化学物質の魚類や甲殻類，藻
類に対する従来型の急性・慢性試験に加え，内分泌かく乱や遺伝毒性に関する
様々なバイオマーカーを用いて影響を評価し，地域環境中での検出値や予測
値との比較により，生態リスク・環境影響を総合的に評価する．以上のこと
により，よりよい社会や環境を構築することのできる専門家を育成を目指す．

Outline〉 博士論文の作成の指導を受ける．学生は論文を書く機会が少ないこと
から，論文形式のタームペーパーを課し，見込みのあるペーパーを投稿論文
の水準にまで高めるトレーニングを行う．あわせて，研究成果の発表方法 (魅
力あるパワーポイントスライドやレジメの作成方法，口頭報告の方法)も学習
する．

Keyword〉 水環境, 生活関連汚染化学物質, 生態リスク
Goal〉 先行研究のデータを効率的に把握し解釈する．論文の成否を分ける魅力
あるテーマ設定と章立て行う．論文執筆の一連の過程において，先行研究を
踏まえた独自の視点，方法論の適切さ，結論の説得性などに常に留意できる
ようになる．

Schedule〉
1.研究課題の設定
2.研究課題に関する先行研究の調査
3.理論と方法論の選択 (質的調査あるいは量的調査)
4.論文の章立て
5.論文の執筆
6.論文の執筆
7.論文の執筆
8.論文の執筆
9.論文の執筆

10.論文の執筆
11.論文の執筆
12.研究会などで研究成果の発表・討論
13.研究会などで研究成果の発表・討論
14.論文の修正
15.論文の修正

16.総括
Evaluation Criteria〉 博士論文の成否
Textbook〉 なし
Reference〉 適宜指導
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218151
Contact〉
⇒ Yamamoto (総合科学部 3号館 2N07, 7618, hiroshi@ias.tokushima-u.ac.jp)

Mail
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